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リンクレベルフロー制御
リンクレベルフロー制御は、システムの輻輳が解決されるまでデータ送信を一時停止する輻輳管

理技術です。受信デバイスが輻輳状態になると、PAUSEフレームを送信してトランスミッタと通
信します。送信デバイスは、一時停止フレームを受信すると、それ以降のデータフレームの送信

を短時間停止します。リンクレベルフロー制御機能は、リンク上のすべてのトラフィックに適用

されます。送受信方向は個別に設定できます。デフォルトでは、リンクレベルフロー制御は両方

向でディセーブルです。

リンクレベルフロー制御のガイドラインと制限事項
リンクレベルフロー制御（LLFC）には、次の設定上のガイドラインと制約事項があります。

•キーワードが付いているコマンドはサポートされていません。 show internal

• FEX HIFまたは FEX HIF POインターフェイスでの LLFCの変更または設定はサポートされ
ていません。

•ネットワーク転送エンジン（Network Forwarding Engine（NFE））（および NFE搭載の Cisco
Nexus 3164Qスイッチ）を搭載している Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチで LLFC
はサポートされていません。

• 100G Cisco Nexus 9408PC-CFP2ラインカードは LLFCをサポートしていません。

•イーサネットインターフェイスは LLFC機能を自動検出しません。LLFCは明示的に設定す
る必要があります。
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• LLFCを有効にするには、バッファの一部を予約する必要があります。この予約により、使用
可能な共有バッファ領域が減少します。

• Data Center Bridging Exchangeプロトコル（DCBX）はサポートされていません。

•ポーズフレームの設定時間量子はサポートされません。

•各イーサネットインターフェイスで、スイッチは PFCまたは LLFCのいずれかをイネーブル
にできますが、両方イネーブルにすることはできません。

PFCと LLFCの両方がイネーブルの場合、LLFCが選択されます。（注）

•トラフィッククラスの純粋な CoSベースの分類のみがサポートされます。

•一時停止しきい値の設定が制限されています。

•インターフェイスで LLFCを設定すると、インターフェイスがフラップし、一時的なトラ
フィック損失が発生します。

• no-drop QoSグループを設定する場合は、フロー制御 send-onが設定されていないポートで受
信したパケットが no-drop QoSグループに分類されないようにする必要があります。

•リンクレベルのポーズフレームを生成できるのは、no-drop QoSグループだけです。

•出力キューのドロップを引き起こす可能性があるため、no-dropクラスでは重み付けランダム
早期検出（WRED）を有効にしないでください。

• no-dropクラスにはデフォルトのバッファサイズを使用することを推奨します。CLIを使用し
てバッファサイズを指定すると、リンク速度とMTUサイズに関係なく、すべてのポートに
同じバッファサイズが割り当てられるためです。

•トラフィックがない場合は LLFC設定を変更することを推奨します。変更しないと、システ
ムのMMUにすでに存在するパケットが予期された処理を行えない場合があります。

• LLFCおよび PFCは、Application Leaf Engine（ALE）を含む Cisco Nexus 9300プラットフォー
ムスイッチおよびラインカードでサポートされます。

リンクレベルフロー制御に関する情報

インターフェイスのリンクレベルフロー制御

リンクレベルのフロー制御が設定されている場合、指定されたインターフェイスがアップ状態の

場合、システムはインターフェイスの状態をダウンに変更し、フロー制御の設定を適用します。

設定がインターフェイスに正常に適用されると、システムはインターフェイスをUP状態に復元し
ます。
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ポートのリンクレベルフロー制御

ポートシャットダウンイベントの間、インターフェイスのフロー制御設定は保持されますが、リ

ンク上でトラフィックの送受信は行われません。ポートの起動イベント中に、フロー制御設定が

ハードウェアに復元されます。

リンクレベルフロー制御設定の不一致

送信方向と受信方向は別々に設定でき、ネットワーク上の各デバイスは異なるリンクレベルフロー

制御（LLFC）設定を持つことができます。次の表に、設定が一致しないデバイスの相互作用を示
します。

Descriptionスイッチ Bスイッチ A

スイッチ Aは 802.3x PAUSEフ
レームを送信し、802.3xPAUSE
フレームを処理できます。ス

イッチ Bは、802.3x PAUSEフ
レームを受信のみできます。

PAUSEフレームを受信するよ
うに設定された LLFC。

PAUSEフレームを送受信する
ように設定された LLFC。

スイッチ Aは 802.3x PAUSEフ
レームを送信し、802.3xPAUSE
フレームを処理できます。ス

イッチ Bは 802.3x PAUSEフ
レームを送信できますが、受信

したすべての PAUSEフレーム
をドロップします。

PAUSEフレームを送信するよ
うに設定された LLFC。

PAUSEフレームを送受信する
ように設定された LLFC。

リンクレベルフロー制御の設定方法

リンクレベルフロー制御受信の設定

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet 1/1
3. flowcontrol receive on
4. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

Device# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface ethernet 1/1

例：

Step 2

Device(config)# interface ethernet 1/1

インターフェイスでのプロセスポーズフレームの受

信をイネーブルにします。

flowcontrol receive on

例：

Step 3

Device(config-if)# flowcontrol receive on

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了します。

exit

例：

Step 4

Device(config-if)# exit

リンクレベルフロー制御送信の設定

インターフェイスでリンクレベルフロー制御送信を設定するには、インターフェイスでフロー制

御をイネーブルにし、ネットワーク QoSタイプの QoSポリシーを設定して no-drop QoSグループ
をイネーブルにし、QoSタイプの QoSポリシーを適用して必要なトラフィックを分類します。
no-drop動作を no-dropクラスに追加します。

no-dropクラスを定義する場合は、キューイングポリシーを使用して、No-Drop QoSクラスに帯域
幅が割り当てられていることを確認する必要があります。詳細については、「タイプキューイン

グポリシーの設定」を参照してください。

no-drop QoSグループを設定する場合は、フロー制御 send-onが設定されていないポートで受信し
たパケットがno-dropQoSグループに分類されないようにする必要があります。これは、フロー制
御 send-onが設定されておらず、リンクレベルのポーズフレームを生成できず、送信デバイスに送
信を停止するように要求する方法がないため、必要です。したがって、すべてのインターフェイ

スでフロー制御送信が設定されていない場合は、システムポリシーを使用してパケットをno-drop
QoSグループに分類しないでください。代わりに、フロー制御 send-onが有効になっているイン
ターフェイスにインターフェイス QoSポリシーを適用する必要があります。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
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2. interface ethernet 1/1
3. flowcontrol send on
4. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます

configure terminal

例：

Step 1

Device# configure terminal

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface ethernet 1/1

例：

Step 2

Device(config)# interface ethernet 1/1

インターフェイスがリモートデバイスにポーズフレー

ムを送信できるようにします。

flowcontrol send on

例：

Step 3

Device(config-if)# flowcontrol transmit on

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了し、グローバルコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit

例：

Device(config-if)# exit

Step 4

リンクレベルフロー制御の設定例

例：ドロップなしポリシーの設定

ドロップなしポリシーの設定

次に、no-dropポリシーを設定し、そのポリシーをセッションポリシーに適用する例を示
します。

Device# configure terminal
Device(config)# class-map type network-qos class1
Device(config-cmap-nq)# match qos-group 1
Device(config-cmap-nq)# policy-map type network-qos my_network_policy
Device(config-pmap-nq)# class type network-qos class1
Device(config-pmap-nq-c)# pause pfc-cos 2
Device(config-pmap-nq-c)# system qos
Device(config-sys-qos)# service-policy type network-qos my_network_policy
Device# show running ipqos

リンクレベルフロー制御の設定
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トラフィックのドロップなしクラスへの分類

すべてのトラフィックを no-dropクラスにマップするQoSポリシーの作成方法の例を次に
示します。

Device# configure terminal
Device(config)# class-map type qos class1
Device(config-cmap-qos)# match cos 2
Device(config-cmap-qos)# policy-map type qos my_qos_policy
Device(config-pmap-qos)# class type qos class1
Device(config-pmap-c-qos)# set qos-group 1
Device(config-pmap-c-qos)# interface e1/5
Device(config-sys-qos)# service-policy type qos input my_qos_policy
Device(config-sys-qos)#

次の例に示すように、qos-group1の帯域幅を保証するキューイングポリシーを system-qos
の下に適用します。

policy-map type queuing my_queuing_policy
class type queuing c-out-q-default
bandwidth percent 1
class type queuing c-out-q3
bandwidth percent 0
class type queuing c-out-q2
bandwidth percent 0
class type queuing c-out-q1
bandwidth percent 99

system qos
service-policy type queuing output my_queuing_policy

上記の例では、c-out-q1はデフォルトで qos-group 1のトラフィックと一致します。した
がって、qos-group1に一致するキューイング用のデフォルト以外のクラスマップは必要あ
りません。キューイングの設定の詳細については、「キューイングの設定」を参照してく

ださい。

LLFCを有効にするには、network-qosで no-dropポリシーを設定する必要があります。
バッファリングモジュールは、一時停止（インターフェイスレベルの設定に基づいて

LLFCまたは PFC）を生成するようにMACモジュールに通知する必要があります。アダ
プタへのPFCネゴシエーションは、DCBXを使用します。LLFCまたはPFCは、インター
フェイスの設定によって制御されます。たとえば、flow-control send and receive onはイン
ターフェイスでLLFCをイネーブルにし、priority-flow-control mode onはインターフェイ
スで PFCをイネーブルにします。

DCBXがサポートされている場合、autoモードはアダプタとPFCをネゴシエートします。
これは、LLFCまたは PFCをイネーブルにするインターフェイスレベルの設定ですが、
LLFCが機能するためには、network-qosレベルのポーズ設定を設定する必要があります。
トラフィックがqos-group1に分類されていても、一時停止が生成されると、インターフェ
イスレベルの設定に基づいて LLFCが生成されます。
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例：リンクレベルフロー制御の送受信の設定

リンクレベルフロー制御の送受信の設定

次に、デバイスでリンクレベルフロー制御の送受信を設定する例を示します。

• LLFC受信のみが有効な場合、no-dropクラスをシステム network-qosで設定する必要
はありません。

Device# configure terminal
Device(config)# interface ethernet 1/1
Device(config-if)# flowcontrol receive on
Device(config-if)# exit

• LLFCの受信と送信の両方が有効になっている場合は、システムネットワークQoSで
no-dropクラスを設定する必要があります。（no-dropクラスの設定については、
「No-Dropポリシーの設定」の例を参照してください）。

Device# configure terminal
Device(config)# interface ethernet 1/1
Device(config-if)# flowcontrol receive on
Device(config-if)# flowcontrol send on
Device(config-if)# exit

• LLFC送信のみが有効な場合、no-dropクラスをシステム network-qosで設定する必要
があります。（no-dropクラスの設定については、「No-Dropポリシーの設定」の例
を参照してください）。

Device# configure terminal
Device(config)# interface ethernet 1/1
Device(config-if)# flowcontrol send on
Device(config-if)# exit
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